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まだ明らかになっていない恐竜の謎を解

き明かすには、一にも二にも化石を発掘す

ることです。岩瞳教寝ら聞iittf l入星物亀

孫動 のメンバーは、昨年からモンゴル莉

撃シカチミー苦生物撃織 センターと共荷

で、モンゴル・ゴビ砂農での調査を進めて

いまする1日を写真で紹介します。

◇ ◇ ◆
7:00 起床、身支度
隊員たちは各自で出発墨構。求は

大事 に使 う

色:oo 覇餐

大きなテーブルで一緒に食べる。

芋是を身ち答わせる失拳な蒔簡で

9:00～ 13:00 花着操し、苑量調査

化石を探す ときは、ひたす ら下を

尚ぃて歩く。ィL着の哉片を見つけ

るのは簡単だが、体の骨がつなが

って埋 もれて いる化石 はそ う簡単

には見つか らない。経験や勘をフ

ル繕用して経慧繰く悪くc亀貴
罰畳ゃ以前見っけてぃたィセ岩の

実描、足跡花岩の同豊なども大切

な在撃だ

13:00～ 15:00 萱餐、畳農
萱餐の後は萱農。最喬気温は33

度。あま りにも暑 いので車の陰な

どで体を体 める

15:00～ 19:00 午前の仕事の続き

夕食には羊の肉がよく出てくる c

ビールを飲みながら見上げる屋牢

はとてもきれい。流れ星や人工衛

星もよく見える。調査結果は忘れ

ないうちにメモする

23 : 00  京尤[ヨ

ねん   はっくつせい か

2015年の発掘成果

場  所 :モ ンゴル・ゴ ビ砂漠
南ゴ ビ県

メンバー :日 本側 4人、モンゴ

ル倶」7メ、

今回の 目的 :地質調査、恐竜 の

骨 と足跡の調査、

分析用資料 の採取

回シア

モンゴリレ
◎ウラントトル ，ヽ日

本

中国

もある

8:30 出発

その日の仕事を確認 したら、 リュ

ックサ ックに調査道具を入れ、そ

れぞれのil曇蕩へと暴く。窪ぃ蒔

は茜端蔽動筆で。ボはたっぷり島

って行く

イセ岩を発るときは潤芯の注意を払
う。周りの地層との関係も細かく

ま募。芥析用の豊おiを殊最した蕩

合 はきちん とメモする

19:00～22:00 夕食、請番のまとめ
トプスの子どもの

岡山理科大■モンゴル科学アカデミ畠共同調査隊の1固 (2046準申か～
響回
'

全身骨格 の発掘 に成功 !


